
2023 IJSBA  

ワールドファイナル（世界大会）出場 レポート 

 
Sugar 進之助 USA アリゾナ州 ワールドファイナル挑戦 1 年目 

 

2023 年 

9 月 28 日 日本出発 ロサンゼルスに到着 

日本から送り出したマイボートが輸送遅延の為、届かないトラブル 

急遽レンタルボートにて出場を決める。 

ロサンゼルスにて生活日用品などを揃えて準備する。 

 

30 日 アリゾナ レイクハバスシティへ朝から移動 

午後に到着し、ボディビーチにてレンタルボートの調整、練習に入る。 

 

1 日 Junior Stars イベントに参加 



 

 

この日はフロリダの団体が主催のジュニアスターのイベントに参加。世界大会に向けて、プ

ロライダーがジュニアにライディングを教えてくれます。ライダー同士の交流を深める事

も目的としたイベントです。全てボランティアで行われているので、フリーで参加できる素

晴らしいイベント。事前にエントリーが必要で、プロフィールなど、しっかりとジュニアラ

イダーのデータを管理してくれます。SNS にも発信してくれ,全米で規模が毎回大きくなっ

ているイベントです。 



 

Junior Stars の SNS で発信してくれています。 

 

半日みっちりと本番のレースコースを練習できたり、スタート練習もでき、ジュニアクラス

に出場するなら絶対参加するべきイベントだと思いました。スタッフの方々も参加するラ

イダーを優しく迎え入れてくれました。 

 

2 日 

ワールドファイナル全てのライダーの練習走行 全日 

 

午後、Junior Stars 主催のプールパーティーが開催される為、参加 

しました。ロンドンブリッジ付近のプールバーで開催です。 

大人も子供も交流できる素晴らしいイベントでした。Sugar はこの時から急激に USA の友

達が増えてきました。友達に日本語を教える機会もあって盛り上がっていました。 



 

3 日、4 日 

レンタルボートの練習、マシン調整をボディビーチで行いました。 

 

5 日 

Junior 13-15 Ski Lites クラス 

予選 1 ヒート 

決勝 2 ヒート制 

 



予選 

スタートのタイミング合わず出遅れましたが追い上げ、予選通過圏内を走行中でしたが、後

半に転倒、落水し復帰するのに時間がかかり最下位でした。 

転倒の際に右膝を負傷してしまいました。 

敗者復活にかける為、必死に回復を目指します。 

 

 

敗者復活 

スタートが決まりホールショット 

無事に一位通過で決勝へ進みました。 

膝は少し回復しましたが、まだまだ痛みがある様です。 

 

ヒート 1 

スタートは少し出遅れてしまい、最後尾グループで合流する。 

そこから少し追い上げ、手堅く走り 10 番手ゴール。 



 

 

ヒート 2 

マシントラブルによるリタイヤ 

スタートグリッドまで並んで、それまで全くトラブルがなかったマシンがエンジンスター

ト直前にトラブル 

スタート時でしたので 2 ミニッツもらいましたが、復旧できず、リタイヤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

総合結果 最下位 

 



 

 

その後原因を調べると電装ボックス内で電源の線の破損を発見しました。 

不運でしかありませんでした。最後の後一回エンジンがかかれば、スタートできていたと思

うと非常に残念です。レンタルボートで参戦の為、色々細かいところは触ることができない

状態だった為、それもマシントラブルの原因の一つと考えます。 

 

世界大会 初参戦を終えて 

マイボートが届かないなど、トラブルの連続でしたが、レース参戦に伴いたくさんの経験を

積めました。レース会場やハバスにもだいぶ馴染んできました。ジュニアの友達もたくさん

作れました。2 週間の USA 生活で大きく成長できました。英会話も積極的に行えました。

自炊生活も慣れてきました。ロサンゼルスにマイボートを保管できる事になりました。 

 

この 1 年間全体的に振り返れば、1 年目は USA レース活動のベース作りと考えていました

ので、皆様の多大なご協力のおかげで、ほぼほぼ目標達成できたかと思います。大変感謝致

します。 

2024 からは 2 年目となります。2023 で得た経験や作りあげたベースを活用し、より攻めて

いく年にしますので、変わらぬ応援をよろしくお願い致します。 

今年一年のレース活動にあたたかいご声援、誠にありがとうございました。 

 

Force Racing 

Sugar 進之助 #310 







 


